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（令和7年9月11日　午後4時5分） 

 

●議長（酒井　聡）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

通告の11、佐藤武雄議員。 

 

1、附属機関設置について 

2、報酬について 

3、野尻湖の桟橋及び環境について 

4、スポーツ合宿誘致事業について 

 

議席番号7番、佐藤武雄議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　議席番号7番、佐藤でございます。まず、附属機関設置について伺

いたいと思います。先頃、信越病院が開院いたしました。十数年前に、松木元町長によ

りまして、病院のあり方検討委員会が設置されました。それから、横川前町長のときに

答申を頂き、そして鈴木現町長で開院までこぎつけたということでございます。そうい

うことで、附属機関というのは、町にとりまして大変重要な機関でございます。その中

で審議会、検討委員会そして諮問機関、また協議会などの現在の状況をお聞かせいただ

きたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　それでは、佐藤議員からのご質問にお答えいたします。令和7年度

において予算に計上されております附属機関は、固定資産評価審査委員会、消防委員会

など29機関ございます。数多くの附属機関を設置しておりますが、それぞれ法律及び条

例の趣旨に基づいて与えられた役割、審議等を行っていただいているところでございま

す。また、附属機関以外の委員会でございますが、未来創生会議、地域包括支援センタ

ー運営協議会など13機関となっております。以上であります。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　大変多岐にわたっておるわけでございますが、附属機関は条例で定

めなければならないとなっておりますが、個々の設置、単独で設置なのか、または、ま

とめて設置を規定しているのか、また私的諮問機関は要綱、規則などで設置できると思

うんですが、この辺の住み分けというものはどういうふうになっているか伺いたいと思

います。 
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●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　それでは私の方からお答えをさせていただきます。附属機関に

つきましては、今ほど議員さんおっしゃられたとおり、地方自治法第138条の4第3項

の規定に基づき、法律また条例も定めるところにより、町が自治紛争処理委員、審査会、

審議会、調査会その他の調停、審査、諮問または調査のための組織として設置するもの

とされており、基本的にこの附属機関は条例で定めております。ただし、法律で設置の

規定がある附属機関については、設置条例で定める必要はなくて、規則でその運用を定

めている場合も若干ですがあり得ます。附属機関以外の委員会等、いわゆる私的諮問機

関というふうになると思いますが、これについては、規則ないし要綱等の定めにより設

置をしているところでございます。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　条例で定める、また規則そして要綱で定めると。規則で定める、要

綱で定める場合は議会の議決がいらないと。条例で定める場合は議会の議決が必要にな

るということだと思うのですが、私的諮問機関についての考えを伺いたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　私的諮問機関につきましては、町長の求めに応じまして、行政

運営上の意見聴取、情報や政策等に関しての序面を求める場として、規則要綱等によっ

て設置されるものでございまして、いわゆる地方自治法第138条の4第3項の規定に基

づかない機関、いわゆる附属機関に準ずる機関という認識でございます。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　分かりました。それで私的諮問機関といっても、公的な機関でござ

います。それにつけ、138条の4第3項の附属機関と私的諮問機関の委員への対価の費

目を伺いたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　附属機関の委員等は、地方公務員法第3条第3項第2号の特別

職に該当することから、地方自治法第232の規定により報酬を支給することになります。

附属機関でない委員会等の委員は、地方公務員という身分ではないため、報償費により

支出をします。額については、特別職の報酬に準じてお支払をしているところでござい

ます。 
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●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　分かりました。それで私的諮問機関の報償費、それと委託料という

概念もあるのだと思うのですが、その辺はいかがですか。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　基本的には附属機関の委員は報酬、それからそうでない委員は

報償という形でございます。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　この附属機関の報酬で支払われている委員は、町部局の補助機関に

なると思うのですが、その辺の考えを伺いたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　補助機関の委員のことでございますけど、補助機関というのと

はまたちょっと違うんではないかという認識なのですが。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　町長の内部機関が附属機関だと思うんですね。対価は報酬。もちろ

ん副町長も町長の補助機関、職員の皆さんも補助機関だと思うんです。その附属機関自

体は補助ではないんですが、その報酬を頂いている委員は補助機関になると思うんです。

報償ではなくて報酬の場合は補助機関になると思うんですが。もしその辺をまた調べて

いただいて、後ほど答弁を頂いてもいいのですが。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　はい、あくまで附属機関の委員といううたい方でなっておりま

して、補助機関という認識ではないですけれども、大変申し訳ありません。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　私が調べたところによると、報酬は職員に対して支払うと、で町長

の補助機関になるという形になっていたので、もしまた後ほど分かればお知らせいただ

ければと思います。それでは次にとびまして、野尻湖の桟橋及び環境について伺いたい

と思います。信濃町の野尻湖でも桟橋が大変乱立しているわけでございます。富士山も
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世界遺産に登録するに20年かかったと。最初は自然遺産で、とてもゴミとかし尿の問題

で無理だということで、文化遺産ということになったわけでございます。それでそのと

きに富士五湖の桟橋が本当に大変で、それを整備しないとなかなかユネスコでも世界遺

産にしないということで、大変苦労して皆さんの理解を得て世界遺産登録になったとい

うような経過もございますが、野尻湖の桟橋の町有桟橋、それから許可桟橋、そしてそ

の他の桟橋の、町で把握している現在の状況を伺いたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　それでは、野尻湖の桟橋の状況についてご説明申し上げます。信濃

町の野尻湖には、まず町有桟橋が6か所ございます。これは「信濃町有桟橋の設置及び

管理に関する条例」というものが整理されておりまして、船舶への乗下船、それから船

舶の発着の用に供するということを目的として6か所ございます。内訳は第一桟橋、こ

れは藤屋旅館さんのところかと思います。第二桟橋、これは今、「雅」が停泊していると

ころ。第三桟橋、これは旧水族館がありました水戸口公園に隣接したところかと思いま

す。それから貨物桟橋といいまして、これは芙蓉荘さんのところかと思います。それか

ら5つ目として、弁天島正面の鳥居から先端の方に伸びているもの、それから菅川桟橋

の6つ、これが町有桟橋であります。それから民間の皆さんの桟橋については、ちょっ

と古いデータではありますけれども、県が行った調査結果を見ますと、河川法、自然公

園法の許可を得ている桟橋が72、それ以外のこれは言い方が分からないですが、それ以

外が260ほどあるということであります。調査時点が古いので、改廃撤去されたものも

あろうかと思いますが、ちょっと古い30年ほど前のデータで見ますと、そのような結果

でございました。以上でございます。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　野尻湖の桟橋、大変多いわけでございます。それで皆さん生業を営

み生計を立てているということで、なかなかこの260ですか、そういう町有桟橋、許可

桟橋の他に260橋が古いのであるということは、もう300を超えていると思うんですね。

その辺、町長は野尻ですから環境保全とか、そういうもちろん県の河川課と環境省とい

うことにありますが、町長のお考え、こうだったらいいなというような思いをちょっと

お聞かせいただきたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　あの桟橋については、私も子どもの頃から見てきておりますので、

できることであれば数集約できるものは集約して、数を減らしていくということが必要

かなというふうには感じておりますが、現在の状況を少し申し上げますと、まず桟橋を

新たに設置しようとする場合でありますが、これは河川管理者である長野県、それから
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国立公園の所管であります環境省の許可を受けることが必要となっております。現時点

では、新たな桟橋を作るのは公共団体に限るということになっておりますので、民間事

業者が新たに設置することは難しい、困難な状況になっているところでございます。ま

た、桟橋は野尻湖畔の環境景観に及ぼす、あるいは自然環境の保全面でも湖の中に工作

物を設置するわけではありますので、様々な悪影響を及ぼすことが指摘されているかと

思います。また、許可を得ている桟橋であっても、適切に管理されていないようなケー

スも見受けられますので、景観の悪化、漁業への影響、船舶の安全な運行の妨げ、ある

いは場合によれば廃棄物の投棄などにつながる可能性のほか、水質悪化の要因になるこ

とも心配であるというふうに感じております。できることであれば、機能を確認した上

で統合整備できればいいかなという期待もあります。以上であります。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　町長の思いは分かっております。それで、許可桟橋以外の桟橋は、

ある程度整備といいますか、なるべく皆さんの生業や生活を維持している部分もありま

すので、撤去というわけにもいきませんので全て把握して、例えば1種、2種、3種とか

そういう基準を設けて、例えば3年、5年に一度ぐらい更新するというようなことをし

ないと、やはりみんな見て見ぬふりをしていると、それから野尻のお島までくっつくん

じゃないかというような年々伸びているような桟橋もございます。もちろんあれは浮き

桟橋でしょうけど、そんなもんでその辺のことといいますか、そういう取組を県の方と

でもしていただいて、ある程度これこのまま放置しておきますと、減るということはな

いと思うんで、その辺の把握をまずしていくことが大事だと思うのですが、その辺はい

かがでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　野尻湖の桟橋に関しましては、過去に平成10年ですけれども、野尻

湖検討委員会というのがございまして、そこで桟橋の在り方についても提言を頂いてお

ります。その内容は、桟橋を整理統合し、全てを公共施設共同利用桟橋とするという長

期的な方向性を示されたところでございます。しかしながら、その後は具体的な検討が

進んでおりません。そういうような状況でありますが、ただいま佐藤議員からのご指摘

もあります。そしてまた昨日に、そして今日も峯村議員から、野尻湖の観光の在り方に

ついてご提言いただきました。また、最近は野尻湖周辺で不動産取引の方ですけれども、

盛んになってきているというような状況も勘案いたしますと、このままの状態にしてお

くわけにはいかない。新たな対策を講じることが、急務であるというふうに感じており

ます。環境省、それから長野県、観光事業者を始めといたしまして、協議調整を進めて

まいりたいと思っております。なお、今年もそうでしたが、野尻湖の水位が、夏の期間

大幅に低下するような状況がありました。これは今年だけでなく、去年一昨年も2メー

トルぐらい下がったということであります。野尻湖の水位に関して少し申し上げたいと
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思います。野尻湖の水は、頸城平野における水稲栽培に欠くことのできない農業用水の

水源でもございまして、これはおよそ350年前の江戸時代に確立した慣行水利権の運用

といたしまして、6月から9月初めまで落水することが、高田平野の農家の皆さんの権

利として定着しているものでございます。しかしながら、夏の野尻湖の観光シーズンと

重なるというようなこともございまして、これは水位低下が船舶の運航や桟橋の利活用

にも大きな影響があるということでございます。今年は、そのような状況を未然にとい

いますか、影響をできるだけ回避にしたいということもありまして、農業用水を管理運

用しております関川水系土地改良区の協力を得まして、農業用水の節水や分水地点にお

ける流量調整にも取り組んでいただき、また水位低下のシミュレーションをしていただ

きました。この内容を観光事業者にも周知いたしまして、水位低下に関する情報の共有、

それから歴史的な経過についての認識を皆で持ち寄ったということでありますが、こう

いったことも桟橋の利活用とも非常に密接に関係してくるのかと思いますので、この水

位低下あるいは水利用に関する協議会といいますか、連絡会議の今後を立ち上げていこ

うということにしておりますので、そういった中でも桟橋についても、その一つの要素

として取り上げていければなというふうに感じたところでございます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆7番（佐藤武雄）　ただいま町長から心強い答弁を頂きました。それでは4のスポーツ

合宿誘致事業について、お伺いしたいと思います。今年は黒姫陸上競技場に隣接するク

ロスカントリーコース、これ町からの補助、そして地権者である酒井議長の協力により

まして拡幅。そして、合宿の皆さんが本当に喜んで大変好評をよく、練習トレーニング

ができるということで伺っております。それで今後の取り組み、もちろんそれは妙高市

とかにはなるべく負けないように努力していきたいと思いますし、いければと思ってい

るのですが、何とぞその辺の考えをお聞きしたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　スポーツ合宿に関する今後の取り組みについて、というお話かと思

います。黒姫高原、そしてまた野尻湖の冷涼な気候でございますが、各種スポーツの夏

のトレーニングについて適しているとの評価が定着しておりまして、今年も高校や大学、

実業団の陸上部など、多くの方々にお越しいただき、合宿の地として活用いただいてお

ります。これらについては、長年スポーツ合宿の誘致に理解と情熱をささげてこられま

した関係者の皆様、そしてそれを受け入れてこられました宿泊事業者の皆さんのお力添

えのたまものと承知しております。町といたしましては、微力ではございますが陸上競

技場などのハード面の維持修繕や、公道での練習が安全に実施できるような周知の看板

の設置などの面で、支援をさせていただいております。また、本年度におきましては、

先ほど佐藤議員さんからもお話ありましたとおり、有志グループの皆様のご協力いただ

く中で、陸上競技場に隣接する林間エリアにおいて、クロスカントリーコースの整備が
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実施されることになりました。町といたしましても、事業費の一部を補助させていただ

いたところでございます。その他、通常は春と秋の閑散期の対策といたしまして、町ス

ポーツ合宿支援補助金につきましても、国の補正事業を活用いたしまして、7月から9

月の合宿にも対象に加えて支援しているところでございます。なお、宿泊事業者の皆様

に聞き取りをさせていただきましたところ、信濃町を含めました北信エリアが合宿地と

して非常に高い評価を頂いている一方で、それを受け入れる宿泊ができる宿の総数が不

足している傾向であること。そしてまた、夏だけでなく春や秋にも対策を講じてもらい

たいというような要望もお聞きしているところであります。今後も、関係の皆さんと意

見交換をしながらご好評を頂いております、スポーツ合宿地としての環境整備に取り組

んでまいりたいというふうに考えておると同時に、スポーツだけでなく文化・芸術など

を含めて幅広く体験していただけるようなプログラムも用意させていただきながら、年

間を通じてお越しいただけるような受け皿を整えてまいりたいというふうに考えており

ます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　先ほど総務課長の答弁もれがありますので、ちょっとお座りくださ

い。柄澤総務課長から発言を求められておりますので、許可いたします。柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　先ほど長の補助機関の件でご質問がありましたので、ちょっと

上手にお答えできなくて申し訳ありませんでした。長の補助機関とは、地方公共団体の

長が職務を遂行するのを補助する機関ということで、主には町長の職務を代理する副市

町村長、それから会計管理者などがあげられます。長が指揮監督する職員全体も含まれ

るというふうに書かれています。そんな中で専門委員という、そういうお仕事がありま

して、これが地方自治法第174条に規定されているんですけれども、長の補助機関とし

て、その専門の学識経験を持つ調査研究を行い、その結果を行政に反映させることを目

的としたそういう委員だということで、これについてはいわゆる独任制の補助機関とし

ての性格を有するというふうに規定されている職務があります。当町はそういった専門

委員を置いていないんですけれども、大きな市ですとかそういうところではそういった

専門委員を置いていて、その方々に行政に反映させる調査研究を行っていただいている

という制度がございます。基本的に補助機関、こういった補助機関の法令を見ますと、

附属機関とのまた使命が違うというようなことで、附属機関の委員がこの補助機関に該

当するかというと、そうではないだろうというふうに考えるところでございます。そん

なところでお許しを頂きたいというふうに思います。 

 

●議長（酒井　聡）　よろしいですか。 

 

◆7番（佐藤武雄）　以上で私の一般質問を終わります。大変ご苦労様でした。 

 

●議長（酒井　聡）　以上で、佐藤武雄議員の一般質問を終わります。以上をもちまして

一般質問を終わります。 
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本日の日程は全て終了いたしました。お諮りいたします。委員会審査のため、本日の

本会議終了後から9月28日までの間を休会としたいと思います。これにご異議ございま

せんか（なしの声。）異議なしと認めます。よって、本日の本会議終了後から9月28日

までの間を休会とすることに決定いたしました。 

なお、9月19日金曜日、午前10時から議会全協議会が予定されておりますので、議

会全協議会が予定されておりますので、全議員の出席をお願いいたします。また、最終

日9月29日月曜日の本会議は、午前10時から開会いたしますのでご承知願います。本

日はこれにて散会といたします。お疲れ様でした。 

 

 

（終了　午後4時38分）


